
（令和８年１月）
川崎市

※本資料は、現時点における検討状況をお知らせするための資料であり、
本資料に記載のある内容は今後も変更される可能性があります。

生田緑地ばら苑・新たなミュージアムの整備運営に関する
サウンディング型市場調査

新たなミュージアムにおける事業活動

別添資料３



市民とともに、川崎の「これまで」をたどり、「これから」のあたらしい川崎を彩る
･ 新たなミュージアムは、街道や宿場、工業都市としての発展など川崎の特色ある歴史や多様な文化を、市制以前を含めた「これまで」として振り返り、引き継ぐ
とともに、「これから」の未来をより豊かに彩るための活動を展開する。

･ 川崎の文化芸術の魅力が詰め込まれたモノ、ヒト、コトをつなぐことで、川崎のこれからを切り拓く礎である市民の考える力や協働する力を育て、よりよいまち
づくりに貢献する。

･ 新たなミュージアムは、市域の様々な「ヒト」と、本市の成り立ちである「都市」の成立過程に焦点を当て、「ともに創るミュージアム」を活動の念頭に置く。

新たなミュージアムにおける事業活動について

１ 新たなミュージアムの「使命」 【基本構想（令和5年5月策定）より】

２ 事業活動の基本的な考え方 【基本計画（令和7年2月策定）より】
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２

３

事業活動の基本的な方針

過去だけでなく、現代の社会や生活を捉え、変わりゆく
川崎の姿を未来につなげていく活動を行う

市民をはじめとした多様な主体との共創により、文化芸
術の裾野を広げ、様々な交流や学びの場を広げる活動を
行う

関連施設や他事業との連携・協力により、市域の魅力や
文化的価値の向上に資する活動を行う

■基盤事業

■展示事業

■コミュニケーション事業

■ミュージアムにおける事業

常設展示

企画展示

収蔵庫展示

収集、保管、調査研究、修復
ミュージアム運営の根幹となる収集、保管、調査研
究、修復に係る活動

■まちなかミュージアム

新たなミュージアム（拠点）での活動に加え

市域の多くの場所で人々がミュージアムの

活動に触れる場を増やす活動

※ は、新たなミュージアムにおける新たな取組を示している。

ラーニング

生田緑地４館との連携

ユニバーサルプログラム



基盤事業

旧市民ミュージアムの特徴を受け継ぎ、博物館分野と美術館分野を収集するこ

ととし、両分野で連動した効果的な活用を念頭に置いた収集を図ることとしてお

り、今後の新たな収集方針を策定予定。

【新たな収集方針での重点化事項】

博物館部門
考古
歴史
民俗

(1)収集の時代的範囲は原始から現代とし、特に産業史や都市生

活史にかかわる近現代資料の収集に重点を置く。

(2)収集範囲は、川崎市域を中心として、川崎地域史の構築にか

かわりのある周辺地域資料や関連資料も含めるものとする。

(3)実物資料（1次資料）として収集することが困難な資料につ

いては、複製資料（2次資料）の製作・収集を行う。

美術館部門
美術・文芸
写真
漫画
グラフィック

映像
(映画・ビデオ)

(1)現代の時代性や社会状況、市民生活を的確に表現していると

考えられる作品

(2)これまで作品を収集してきた作家による作品、既存のコレク

ションを補完する作品及び既存のコレクションから影響を受け

たと考えられる作品

(3)川崎市出身又は在住の作家による作品、川崎市をモチーフに

した作品、川崎市出身又は在住の収集家によるコレクション等、

川崎市との関連性が認められるもの

既存のものと新たな収集方針に基づき収集する資料・作品について、デジ

タル・アーカイブ化も含め、市の貴重な財産を広く市民に公開できる状態で

保管・管理を行い、これまでの調査研究活動を継続するとともに、生田緑地

内文化施設と連携した活動による、共同での展示等、新たな活動を展開して

いく。

分野
収蔵品
総数

収蔵品内訳

被災収蔵
品総数

レスキュー状況

作品･アー

カイブズ

資料･図書

寄託品 修復済 修復中 処分

歴史 42,377 39,696 2,681 29,423 380 117 0

民俗 13,981 13,951 30 13,738 198 29 33

考古 72,072 72,053 19 71,678 70,247 0 0

美術文芸 18,124 18,111 13 9,004 2,821 220 1,844

グラフィック 11,037 11,037 0 11,012 540 137 6,566

写真 33,029 33,029 0 21,309 1,451 28 11,015

漫画 74,503 74,503 0 73,679 3,903 1 52,003

映画 13,301 12,808 493 13,301 2,862 1 957

映像 27,238 27,238 0 1,520 0 0 1,129

合計 305,662 302,426 3,236 244,664 82,402 533 73,547

収蔵品のレスキュー状況（令和７年４月１日現在）

令和元年東日本台風により被災した収蔵品の修復を引き続き進める。

また、被災の事実を風化させることのないよう、修復活動の状況を市民に発

信できるスペースを設け、ホームページなどと併せて情報発信を行うとともに、

市民参加型の修復作業体験イベントを実施し、被災からの再生をともに歩んで

いく取組とする。

レスキュー体験(イメージ) 収蔵品レスキュー振り返り会(イメージ)

被災前 修復前 修復後

からくり人形【民俗】

１ 収集・保管・調査研究

２ 修復

新たなミュージアムにおける事業活動について



新たなミュージアムにおける事業活動について

展示事業①（常設展示）

◆気になった時に展示を通じて川崎について学び、考えることができる場となる。

◆川崎がどのようなまちであるのかを伝えることができる場となる。

◆写真や映像からだけでは実感できない、モノ（実物）にふれる体験を提供するこ

とができる場となる。

いつ誰が訪れても川崎の概観を総合的に知ることができる空間

常 設 展 示

（１）丘陵で営まれた暮らし

（２）水辺に育まれた地域

（３）各時代に取り込まれてきた最先端の文化や技術

（４）江戸を支える社会基盤の整備により発展したまちと賑わい

（５）日本の近代工業化を牽引しつつ拡大・発展した都市

「川崎の歴史」について(文化財保存活用地域計画より)

①多摩川や東京湾周辺の低地、多摩丘陵の台地など、地形に由来する特徴

②東京、横浜といった大都市との近接や交通網など、立地に由来する特徴

③宿場町としての賑わいや近代化・工業化に伴う発展など時代の変遷に関連す
る特徴

「川崎らしさ」について

「モノ（実物）の魅力」について

・来館者にモノ（実物）にふれてもらい、その魅力を伝えていくことの大切
   さを再認識

・モノ（実物）に出会い、感じ、考えるという体験・経験の価値が高まって
   いる

・五感を使ってモノ（実物）を観察したり鑑賞したりすることで、人々の豊
   かな感性を育むことができると考え、「モノ（実物）の魅力」を幅広く伝
   えることができるような体験・体感型の仕掛けを検討

旧市民ミュージアムでは、「水と共同体」をテーマに６つのブースを設け、その
ブースごとにテーマを表す収蔵品等を展示していた。

【発展】

⚫ モノ（実物）に触れることの展示を導入し、体験・体感を実現

⚫ 市民参加の取組をミニ展示コーナーにも取り入れ、 「ともに創るミュージアム」を体現

⚫ 博美両分野を所蔵する特徴は継承しつつ、より見やすく分かりやすい博美融合の展示

【課題】

◆ 「水と共同体」をテーマに６つのブー

スに分かれて展示しており、通史を掴

みづらかった。

◆時代によっては、特定の分野の収蔵品

による展示となっており、内容に偏り

があった。

◆ 各時代の特徴的なジオラマを設置する

など、テーマに沿った作り込みにより、

展示内容が固定化していた。

【課題への対応】

◼ 川崎を捉える上で重要な、近現代を強化

するとともに、通史をわかりやすく伝え

る展示

◼ 豊富な収蔵品を活用し、時代ごとの全体

像を的確に把握できる構成

◼ 展示物の入替が可能な展示とするととも

に、新たにデジタル技術やミニ展示コー

ナーを活用

１ 常設展示のポイント（基本計画より）

２ 旧ミュージアムの常設展示

３ 旧ミュージアムの課題への対応及び発展



触れる展示イメージ

（１）川崎がわかる！通史展示

日本と川崎の通史や「川崎らしさ」をテキストやジオラマ等を用いて分か
りやすいレイアウトで展示するとともに、博物館・美術館分野双方の「モノ
（実物）」を活用して川崎の概観への総合的な理解を促す。

（２）みて、さわって、感じる展示

「モノ（実物）」に触れたり、デジタル・アーカイブを活用した体験・体感を
通じて誰もが展示を楽しむことで、能動的な学びを引き出す。

（３）何度訪れても“飽きない”ミニ展示（※概ね３か月に一度展示替え）

常設展示室の一角を使い、特定のテーマについて、モノ（実物）の展示や体験を通
して、より深い学びを提供する。また、市民とともに展示内容を考えたり、コミュニ
ケーション事業の成果を展示するなど、「ともに創るミュージアム」を具現化する場
として活用する。

特徴１：博物館・美術館分野の融合

ミュージアムの所蔵する多様なジャン
ルの資料・作品を織り交ぜて展示する
ことで、川崎の歴史や文化、特徴を多
角的に紹介する。

特徴２：つかみやすい
川崎の通史

近現代資料を重点的に
収集、調査研究するこ
とで、川崎を語るうえ
では欠かせない都市化
の過程を丁寧に紹介す
る。

また、日本史通史も併
せて紹介することで、
大きな視点で見た川崎
のすがたを捉える。 通史展示イメージ

展示事業①（常設展示）

デジタルアーカイブ
活用イメージ

博物館・美術分野を織り交ぜた展示イメージ

４ 新たなミュージアムの常設展示イメージ

常設展示フロアイメージ

川崎市市民ミュージアム
「救う過去、つなぐ未来

―川崎市市民ミュージアム被災後活動報告展―」

川崎市市民ミュージアム
「写真の中のかわさき」

新たなミュージアムにおける事業活動について



展示事業②（企画展示）

◆常設展示では扱うことが難しい内容やテーマによる創意工夫にあふれた多様な展示を行

う場となる。

◆巡回展など、借用資料・作品を組み合わせた大規模な展示を行うことができる場となる。

◆博物館資料と美術館作品を多彩な切り口で結びつけ、幅広いモノ（実物）の魅力を伝え

る場となる。

多様なテーマによる展示や話題性のある巡回展示などに出会える空間

企 画 展 示

⚫ 収蔵品を活用した、川崎と関連性の高い独

自企画展と、他館の企画展を招致する巡回

展を継承

⚫ ポップカルチャーや川崎ゆかりの人物を

テーマにした展示など、自由な発想の企画

により、時宜を得た企画を継承

⚫ 博物館・美術館分野両方の作品を展示する

企画を継承し、学芸員×展示コーディネー

ターの創意工夫により、分野にとらわれな

い魅力的な企画や他施設と連携した企画へ

発展

⚫ 固定化した施設レイアウトを企画に合わせ

たフレキシブルな設計へ発展

企画展示（文部科学省告示より）

特定の主題に基づき、その所蔵する博
物館資料もしくは臨時に他の博物館等か
ら借り受けた博物館資料による特別の展
示を行うもの

（２）コラボから生まれる“新しい“企画

（３）みんなで応援！チームかわさき

国宝展イメージ

2019年＠川崎市市民ミュージアム

2018年
＠川崎市市民ミュージアム

学芸員と展示コーディネーターによる、
博物館・美術館という分野にとらわれない、
「面白い」や「チャレンジング」なテーマ
を採用。
生田緑地内の文化施設や隣接施設などと

のコラボレーション企画も実施。

川崎にゆかりのある方々にスポットを当て、
時宜を得た企画を実施。様々な展示手法のノウ
ハウを持つミュージアムの強みを活かす。

国宝や重要文化財等を借用し、話題性・集
客力のある展示を行い、将来的な公開承認施
設制度の承認を目指す。バラの開花時期と合
わせることで更なる相乗効果を期待できる。

可動間仕切りで大・中・小に分けられる仕
様とし、全体の規模を抑えつつ、多彩な展示
に対応していく。

（５）可動間仕切りで多彩な展示に対応！

（４）ミュージアムなら名品と出会える！

使いやすい
企画展示室の規模

大規模な展示
     ：1,000～1,300㎡

中規模な展示
     ：600～700㎡

小規模な展示
     ：～300㎡

（１）これぞミュージアム！収蔵品展示

ミュージアムの収蔵品に関する調査・研究の
成果を広く市民に伝える展示。

特定のテーマに沿って川崎の歴史やゆかりの
作家の作品に触れ、地域への愛着を醸成する。

大

大 小

中 中

１ 旧ミュージアムの企画展示

２ 新たなミュージアムの企画展示イメージ

新たなミュージアムにおける事業活動について



展示事業③（収蔵庫展示）

◆モノ（実物）と出会う幅広い機会を創出する場となる。

◆情報発信型の常設展示とは異なり、来館者が自らの自由な視点でモノを見て、考

え、発想を広げることができる場となる。

◆常設展示や企画展示で公開しきれない収蔵品について、保管状況を含め紹介する

場となる。

収蔵品の幅広い活用や自由な視点での鑑賞を実現する空間

収 蔵 庫 展 示

常設展示 企画展示 収蔵庫展示

川崎を
伝える
手段

通史に沿って
川崎の概観を

総合的に伝える

多様なテーマで
川崎を切り取り
多角的に伝える

テーマによる縛りを設けず、
市民の“宝”である収蔵品の

存在を視覚的に伝える

来館者が
得られる
体験

来館することで得られる経験や交流、
「リアルなモノ」に出会える機会を創出

学芸員おすすめの切り口から
川崎を知り、考える

自由な視点で見て、考え、
思考力や創造力を養う

旧市民ミュージアムにはなかった収蔵庫展示だが、収蔵品を死蔵させるこ
となく活用するとともに、「バックヤードを知りたい」という市民ニーズに
応え、来館者に新たな価値を創出することをめざす。

【常設展示・企画展示との比較】

令和５年度
ミュージアムの舞台裏がわかる情報の発信を求める意見や、
バックヤードの仕事にふれることで愛着が湧く、などの意見が
みられた。

令和７年度
学芸員の業務を知って、身近に感じられるよう、バックヤード
ツアーの開催を望む意見がみられた。

【参考：これまでのワークショップでの意見（抜粋）】 ※令和６年度は実施なし

バックヤードツアーイメージ（３）また来たくなってしまう…！次回予告展示

次回の企画展で展示予定の収蔵品の一部を展示した

り、クイズ形式で来場者に投げかけることで、次回へ

の期待感を膨らませ、リピーター獲得につなげる。

（２）学芸員気分でめぐる！バックヤードツアー

普段は入ることのできないバックヤードツアーを開

催し、学芸員の仕事内容を紹介したり、収蔵品を間近

に感じてもらうことで、参加者の好奇心を刺激する。

（４）「まちなか」や他施設とつながる！連動展示

まちなかミュージアムや生田緑地内他施設等で開催

中の企画にまつわる収蔵品を展示するなど、柔軟な活

用が可能。運営者がつながる・来館者をつなげる場を

めざす。

収蔵庫展示イメージ

次回予告展示イメージ

（１）川崎にこんなお宝が!? 魅せる収蔵庫

常設展示や企画展示ではなかなか出番のない収蔵品

を展示。来館者が自由な視点で鑑賞・思考することで

能動的な学びを引き出す。

デジタル・アーカイブで"もっと”魅せる展示

デジタルなら…貴重な作品をさわれる！

収蔵庫内のケースにある、実物にはさわれないが、

収蔵品の３D画像等を自由にさわりながら、細部まで

鑑賞し、解説からも学ぶことができる。

１ 収蔵庫展示のめざす姿

２ 収蔵庫展示のイメージ

デジタル・アーカイブイメージ

新たなミュージアムにおける事業活動について



教育機関

コミュニケーション事業（ユニバーサルプログラム）

少子高齢化や社会的な孤立等による孤独死の増加などが進み、多様な地域のつな

がりや居場所づくりが社会全体として求められており、新たなミュージアムが果た

す役割として、「居場所の創出やコミュニティの構築に向けた取組を進め、ポスト

SDGｓの時代も見据えたウェル・ビーイングの実現を目指す」としている。

参考

【ICOM(国際博物館会議)による博物館の定義】(抜粋）

博物館は一般に公開され、誰もが利用でき、包摂的であって、多様性と持続可能

性を育む。倫理的かつ専門性をもってコミュニケーションを図り、コミュニティの

参加とともに博物館は活動し、教育、愉しみ、省察と知識共有のための様々な経験

を提供する。

【博物館法改正による「地域の多様な主体との連携」を位置付け】

これからの博物館の役割として、教育や文化の域を超えて、まちづくり、観光、

福祉、国際交流といったさまざまな分野との連携による地域社会への貢献が期待さ

れることについて、博物館の現場や博物館に関わる人々が意識して博物館活動に取

り組めるように連携に努める。

これまで市民ミュージアムでは、市民の文化活動の拠点としての役割や市民が

文化芸術に触れ、想像する機会の創出などの役割を担っており、「収集・保管、

調査研究、展示」事業の他、教育普及事業や福祉プログラム等により、地域の活

性化やまちづくりへの貢献、地域社会との協働などの取組を進めてきた。

指定管理者制度前にもこ

【取組事例】

・ベビーカーツアー（小さな子どもと一緒に展示を観賞できる機会）

・ママカフェ（子育て中の親同士が気軽に情報交換できる機会）

・視覚障害者とつくる美術鑑賞ワークショップ

・対話型鑑賞ツアー オシャベリ鑑賞会

医療・福祉

文化施設

NPO・
市民活動団体

文化芸術への
興味・関心

元気・活力 趣味・生き
がいの発見

新しい活動
のきっかけ

ボランティア
に参加

人との交流

【取組のイメージ図】

ミュージアム

ことラー

これまでの市民ミュージアムでの取組を継承しつつ、様々な活動主体との連

携を更に強化するとともに、活動拠点をミュージアムに留まらず、まちなか

ミュージアムへと展開していく。

新たなミュージアムがアートコミュニケータ「ことラー」（※）とと

もに、文化芸術の側面から様々な活動主体と連携し、「活動主体と市

民」や「市民同士」のつながりを育む場を創出し、文化芸術に親しむと

ともに、社会や地域の課題解決に資する取組を行う活動。

１ 新たなミュージアムが果たす役割

２ これまでの市民ミュージアムの取組

３ ユニバーサルプログラム

※まち全体をフィールドとし、アート（文化芸術）を介して、人と人、人と場所、人とモノの間に「こと」を

生み出し、人々がつながり合う「アートコミュニティ」を育むプロジェクト「こと！こと︖かわさき」の主体。

対話をしながら市内の文化資源を活かして、人・モノ・コト・場所をつないでいく人々。

新たなミュージアムにおける事業活動について



コミュニケーション事業（ユニバーサルプログラム）

川崎市市民ミュージアム
ベビーカーツアー

川崎市市民ミュージアム
「アートツール・キャラバン」

川崎市市民ミュージアム等
「ＭUSEUM TRIP

写真の中を旅しよう！」

川崎市文化財団
「Colors かわさき展」

（１）「バリアフリーなアクセス」でより身近に

身体的・心理的な理由からミュージアムへの来館に

ハードルを感じていた方々にも、気軽にミュージアム

の活動にアクセスしてもらい、「モノ・ヒト・コト」

のつながりを通じて、文化芸術への興味・関心を高め

る。

（２）交流からうまれる”新鮮”な鑑賞体験

他者とのコミュニケーションを通じた鑑賞により、

ひとりの時にはなかった感想が生まれたり、自分と

異なる感じ方を受け入れるなど、文化芸術をツール

に始まる交流が、人々の思考や感性を刺激し、また

社会性を身につける一助となることをめざす。

（３）誰もが主役！みんなで創作・展示活動

文化芸術への興味の有無にかかわらず夢中になれ

る創作の場や、だれもが参加できる展示の場を提供

することで、文化芸術を身近に楽しんでもらうとと

もに、参加者の心の豊かさの醸成や活動のきっかけ

づくりをめざす。

→

（４）ミュージアム × ？？？ ＝ “健康”で“幸福”になる取組で新たな居場所の創出

活動の拠点がミュージアムを飛び出し、市内全域をフィールドとして、様々な活動主体（医療機関や福祉施設、市民活動団体、地域の方々など）との連携による

化学反応を起こし、文化芸術を介したコミュニケーションや居場所を創出する。

ミュージアムを介した
「文化的処方」イメージ

川崎市市民ミュージアム
バリアフリープログラム「Artrip」

こと！こと︖かわさき
鑑賞実践講座

「ことラーのおしゃべりアートツアー
inミューザ川崎」

川崎市市民ミュージアム
オンライン展覧会

「the 3rd Area of “C”
―3つめのミュージアム―」

川崎市市民ミュージアム
「視覚障害者とつくる美術鑑賞

ワークショップ」

川崎市市民ミュージアム
「夕やけ上映会」

４ ユニバーサルプログラムの取組イメージ

こと！こと︖かわさき
ケア実践講座

（認知症カフェでの取組）

新たなミュージアムにおける事業活動について



２ 生田緑地４館との連携

コミュニケーション事業（ラーニング、生田緑地４館との連携）

指定管理者制度前にもこ

旧市民ミュージアムで実施していた教育普及に関する各種事業について、新たな

ミュージアムにおいても継続していく。

（１）市民ミュージアムの活動への関心を呼び起こす事業

博物館・美術館分野両方を所蔵している特徴を生かした様々な

テーマの講座やワークショップ、市内の文化芸術資源と連携した

イベントなどを通して、ミュージアム活動に関心を持ち、学び、

参加するきっかけとなる取組をめざす。

・博物館及び美術館分野に関する各種講座やワークショップ

・企画展と連動したワークショップや学芸員ガイドツアー

・文化芸術イベント（コンサート、演劇等）

（２）子どもや青少年の学習・体験活動への支援事業

市内の小・中・高等学校等と連携し、学校での学習単元や社会
体験に沿ったプログラムを企画・実施する。これらを通して、川
崎の歴史や文化に触れ、学ぶことで地域への関心を高め、愛着を
醸成する。

・学校と連携した社会科見学対応

・学校出張授業

・職業体験

（３）高等教育機関との連携事業

大学などの高等教育機関と連携し、博物館実習のガイドライン
に則った実習や研究の実践の場の提供、教員向けの研修の実施な
どにより、教育の担い手の育成に寄与する。

・学芸員実習やインターンシップの受入れ

・大学と連携した調査研究の実践

・教員向け研修

火起こし体験

学校出張授業

大学と連携したイベント
アートツール・キャラバン

生田緑地内の文化施設（青少年科学館、日本民家園、岡本太郎美術館、藤子・F・不

二雄ミュージアム）と連携した調査研究や展示、イベント等の企画・実施など、文化観

光活動に資する取組を実施する。

（１）調査研究・展示・ワークショップ

生田緑地内の文化施設は、文化・芸術・教育といっ

た市民ミュージアムの果たす役割との親和性が高く、

連携することにより、新たな付加価値を提供していく。

収蔵品の共同での調査研究やその成果をミニ展示

コーナーや収蔵庫展示を活用して市民に公開するとと

もに、各施設で展示に関連したワークショップを実施

することなどにより、魅力的な企画とするとともに、

生田緑地内の回遊性を高めることをめざす。

（２）生田緑地全体でのイベントや広報

生田緑地では、指定管理者(生田緑地共同事業体)と、

文化施設が連携したスタンプラリーやお月見フェスタ

など大規模なイベントの実施や、指定管理者が地域の

店舗の販売機会の創出を目的とした「食の祭典in生田

緑地」(２日で２万人が来場)への参加、「チームワー

クによる広報展開」などにより、来場者の獲得や地域

の活性化に貢献している。

こうした取組に新たなミュージアムと隣接するばら

苑も加わり、生田緑地全体の魅力を高め、市内だけで

なく他自治体からの来場者も取り込む文化観光活動を

強化していく。

お月見フェスタ

食の祭典in生田緑地

絞り染め展示
民家園

ハンカチ染め体験
民家園

１ ラーニング

新たなミュージアムにおける事業活動について



まちなかミュージアム

まちなかミュージアムは、新たなミュージアムの活動のみではなく、
市域全体へ文化芸術の裾野を広げていく。

基本計画で示した目的も踏まえながら現在の市民ミュージアムの活動「IN ACTION（市民ミュージアム、活動中！）」の取組

を通じて、「今」が未来へとつながり、新たなミュージアムへの架け橋となるよう継続・発展させながら、市域全体へ文化

芸術活動の裾野を広げていきます。

IN ACTION活動例①
【爆誕!! かわさき100年物語】

＠東海道かわさき宿交流館、川崎市大山街道ふるさと館

IN ACTION活動例③
【しんゆりまちなかラウンジ】

＠川崎市アートセンター

IN ACTION活動例②
【MUSEUM TRIP 写真の中を旅しよう！】

＠川崎市役所本庁舎

まちなかミュージアムの展開イメージ

新たなミュージアムにおける事業活動について
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